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☆　はじめに

　お正月に起こった「令和6年能登半島地
震」から既に半年近くが過ぎましたが未だ
に全面復旧には至っていません。平成23
年「東北地方太平洋沖地震」では原発事故
も併発し、この地震の復旧は数十年かかっ
ても無理とも言われています。いったい日
本での災害復旧はどうなっているのでしょ
う？政府をはじめ地方自治体の取り組みに
疑問が残ります。これも政治？。被災され
た皆様には心からお見舞い申し上げます。
　さて今回のスタジオ夜話、前回の続き「サ
ウンドドラマ制作・演出と技術2」です。
より具体的にお話を進めて行きます。お付
き合いよろしくお願いいたします。
　
☆　具体的制作技法　3

　前回お話したように具体的な制作技法に
ついてのお話です。ヘッドホン聴取による
作品制作についてのお話で基本的に360
度全方位、2CHでの提供を前提としたお話
です。前回はON/OFFについて簡単にお
話をしました。今回はON/OFFについて
の頭内外定位について、お話をします。

1）初めに頭内定位
　通常のステレオ収録した音は頭内定位す
ることは既にご存知と思います。では頭内
のどこに定位するのでしょうか？前頭部や
後頭部には定位しません。正しくは？（実
験とその回答から）左耳位置から頭頂部真
ん中あたりのやや前寄りから右耳に至る
位置に定位します。つまり頭内といっても
極狭い範囲での定位ということになりま
す。またその狭い定位範囲での定位位置は
せいぜい前回お話した5ポイントの定位

位置に相当しています。スピーカー再生で
の定位範囲と比較すればかなり狭い範囲で
の定位関係になっています。スピーカー再
生での定位は実際の左右スピーカー間の距
離によって定位位置が決定されるのに対し
てヘッドホン聴取ではその範囲は実際には
20cm程度の頭内に定位していることにな
ります。また頭内定位でのON/OFF感は
スピーカー再生でのON/OFF感に比べて
更に曖昧なものとなっていて拡がり感を含
む定位感やON/OFF感は音を聞いて理解
するという要素が非常に強いものです。当
然サウンドドラマ制作ではそのことを理解
して制作しなくてはならないこととなりま
す。

2）頭外定位では
　2CHステレオでの頭外定位はエンコー
ダーを使った収録方法以外にはダミーヘッ
ドマイクロフォンによる収録以外には頭外
定位は期待できません。極まれに収録した
音が頭外に定位してしまうこともあります
がこれは逆に制作面では不都合を生じます。
通常はダミーヘッドマイクロフォンでの収
録が基本です。拡がり感、定位感、ON/
OFF感ともダミーヘッドマイクロフォン収
録がヘッドホン聴取を対象にしたサウンド
ドラマ制作の基本と考えてください。ここ
でもう一度おさらいしておきましょう。音
楽の録音制作の基本は現在オーケストラや
室内楽を除く多くはマルチマイクロフォン
によるモノラル収録でパンポットやエフェ
クターを使って2CHステレオ化する制作
手法です。楽器配置などはミキシング上で
行われています。一方サウンドドラマでは
シュチエーション設定上の背景に登場人物
やキーとなる音源を置くことが基本です。
現在多くのサウンドドラマが手間暇や様々

な問題から音楽の録音制作手法と同様に
なってます。もちろん間違いではありませ
ん。またこの手法が有意義なことも多々あ
ります。
　この2つの手法の大きな違いは、モノラ
ル収録してパンポット使いステレオ化した
ものは楽器間やあるいは役者や背景音との
間にある不要？かもしれない空気感はあり
ません。一方MS方式やXY方式などステ
レオ収録したものにはその不要？な空気感
も含まれます。サウンドドラマ制作ではシュ
チエーション設定上この不要？な空気感が
非常に大切なものとなります。特に2CH
頭外定位を意識したサウンドドラマ制作で
はそのリアリティーはダミーヘッドマイク
ロフォンによる収録をベースにした音創り
が重要です。もちろん通常のMS方式など
によるステレオ収録によるステレオサウン
ドドラマ創りもこれらが基本中の基本と言
えるでしょう。サウンドドラマのドラマ性
や役者さんの演技、云々は当然のことです
が「サウンド」と冠が付く以上この音に対
するこだわりは重要です。

3）ON/OFF感
　頭内定位でのON/OFF感は聞こえ方は
曖昧であり聴取者の感性に多くがゆだねら
れているのですがダミーヘッド収録による
頭外定位ではかなりリアルに感じられます。
エンコーダーでの360度全方位ではその
音源のリスナーからの配置距離が一定なの
で配置する音源自体のON/OFF感が重要
な決め手となります。つまり収録した音源
がONマイクロフォンのモノラル収録では
エンコーダーで決められた位置に配置して
もOFF感は得られないことになります。エ
ンコーダーを使い配置する場合はあらかじ
め必要な距離感をもって収録する必要があ
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るのです。また音像幅などを伴う音源はス
テレオ音源として配置する必要もでてきま
す。ここでも通常のステレオ収録同様にモ
ノラル収録パンポット配置かステレオ収録
ステレオ配置かが重要な決め手となります。
場合によってはサラウンドマイクロフォン
により収録、サラウンドでの配置が有効な
場合も多々あります。5.1サラウンドエン
コーダーもまた便利にここでも（全方位エ
ンコーダーとの組み合わせ）使えます。

☆　具体的制作技法　3おまけ
　　�サウンドクリエーターの錯覚
　　〜らしく聴こえる音

　今回のスタジオ夜話は「具体的制作技法
3」として頭内外定位とON/OFF 感につ
いてお話をしました。たびたび筆者はサウ
ンドドラマ制作の本質にかかわるお話をし
ています。音創りの具体的技法の基本はこ
こからはじまるので、くどいようですがも

う少しおつきあいください。サウンドドラ
マ制作では実際にシュチエーション設定上
「〜らしく聴こえる音」の制作をしていま
す。しかしこれは「〜の音」ではなく「〜
らしく聴こえる音」なのです。今回の定位
感でもON/OFF感でも「〜らしく聴こえ
る音」の制作技法なのです。たとえば救急
車がOFFからONに近ずく音、実際にロ
ケ収録した音が使えれば問題ないのですが
なかなかそうはいきません。そこで救急車
の音を使ってドップラーエフェクターで再
現することになります。距離やスピードな
どを入力するとかなりリアルです。試しに
遠くで移動距離を長く、移動スピードをゆっ
くりすると（つまり遠くにずっといる）そ
の音は音量が減少しただけでOFFの音には
なっていないことに気づかされます。元音
がONだからです。つまり小さい音（ON）
から大きい音（ON）にドップラーがかかり
パンポットを多少付加すれば十分に「〜ら
しく聴こえる音」になるのです。様々なケー

スでこうしたことが行われています。恐ろ
しいのは制作者の意識のなかで「〜らしく
聴こえる音」ではなく「〜の音」になって
いることです。筆者自身の反省を含めこう
した本質的錯覚を起こさないよう音と取り
組みたいと思います。
　

☆次回は
　
　サウンドドラマ制作・演出と技術、今回
の続きです。ダミーヘッドをつかった収録
の実際をお話します。創意工夫、手間暇を
かけてのサウンドドラマ制作技法です。よ
り具体的にお話します。
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サウンドクリエーターの錯覚〜らしく聴こえる音（mo）


